
次期総合計画における指標について

１ 指標の設定方針
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資料３

最終
アウトカム指標

将来都市像（今後の２５年間で目指すまちの姿）の実現に向けて、基本構想・基本計画・実施計画の各段階に応じた、 成果を把握できる「指標」を
設定することで、効率的・効果的かつ市民の視点に立った市政運営を進める。

指標の設定にあたっては、行政が何をどれだけ実施するか、したかを測る「アウトプット指標」と行政等が実施するアウトプットにより得られ
る社会状態の変化や行動変容を測る「アウトカム指標」を明確にし、それぞれ設定する。

基本構想の期間である２５年間で講じる施策を通じて得られる、社会状態等の変化に関する指標

将来都市像を実現するための基本目標に対する成果指標

基本計画の期間である９年間で講じる施策を通じて得られる、社会状態等の変化に関する指標

基本目標を実現するための各施策の代表的な成果指標

市の具体的な取り組みの成果に関する指標

代表的な成果指標を実現するための行動指標

インプット
【予算額・執行額】

アクティビティ
【実施事業】

・目標を持って学習、生活している 児童の割合

・地域共生社会という考え方を意識している 市民の割合

・健康寿命

・出生数・子育て世代の人口

・刑法犯認知件数

・交通事故発生件数

・災害に強いまちであると感じる 市民の割合

・治安が良いと感じる 市民の割合

・移動に不便を感じる 市民の割合
・下水道普及率

・市で把握する管理不全な空家・特定空家数

・カーボンニュートラルの取り組みをする 市民の割合

・公園・緑地・水辺に親しみを感じる 市民の割合

・市域における二酸化炭素排出量

・都市公園・緑地の面積

・文化・芸術活動が活発であると感じる 市民の割合

・週１回以上のスポーツ実施率

・自治会加入世帯数

・市内事業所数・売上金額

自分らしく豊かに暮らせていると感じる
市民の割合

安全が守られ、安心して暮らせていると感じる
市民の割合

快適なまちであると感じる
市民の割合

身近に自然と触れ合うことができると感じる
市民の割合

環境に優しいまちであると感じる
市民の割合

「まちの文化」に親しみを感じる 市民の割合

まちの賑わいを感じる 市民の割合

市川市に魅力を感じる 市民の割合

＜統計数値の変化＞

基本構想【令和８～３２年度】

将来都市像 ・ 基本目標を定める

基本計画【令和８～１６年度】

施策を定める

実施計画【令和８～１０年度】

事業を定める

中間
アウトカム指標

アウトプット指標

最終アウトカム指標

＜市民意識の変化＞

中間アウトカム指標アウトプット指標

２ 指標の体系（例）

具体的な事業

実施計画 基本計画 基本構想

８指標

２７指標２８指標

など

など

など

など

など

など

など

など

など

など

＜市民意識の変化＞

５５指標


	スライド番号 1

